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実習報告（基盤教育実習） 
 
生徒が主体的に学ぶ授業作りに関する研究 
～予想を取り入れた授業～ 
 
小川 智暉 （授業実践探究コース） 
 
1.探究実習のテーマと設定の理由 
高校数学科の目標として，「数学的活動を通して，数学における基本的な概念や原理・法則の体系
化を深め，事象を数学的に考察し表現する能力を高め，創造性の基礎を培うとともに，数学の良さを
認識し，それらを積極的に活用して数学的根拠に基づいて判断する態度を育てる」(高等学校学習指
導要領数学編)とある。さらに TIMSS(2015)の結果で，日本の生徒は「数学を勉強すると，日常に役
に立つ」，「将来，自分が望む仕事に就くために，数学で良い成績をとる必要がある」という項目が国
際的にみて大幅に低いということがわかった。高等学校の数学では，受験という背景もあり，一方的
で淡々と授業が進んでいるイメージがある。数学的活動もあまり取り入れられてなく，多くの生徒が
数学に対してマイナスのイメージを持つ現状にあるのではないか。そこで，従来の講義形式の授業で
はなく，数学の授業で，予想する活動を取り入れることによって，生徒が主体的に数学の問題に取り
組むのではないかと考えた。授業における教師の働き掛けや生徒の活動状況，授業全体の流れや形態
などを踏まえて，どのような授業が効果的であるか明らかにしていきたい。 
2.探究実習の研究目標 
○生徒の実態把握 
生徒の数学に対する興味・関心や数学の学力を知る。授業を行う中で生徒の学力を知ることで授業
作りに役立てる。 
○予想を取り入れた授業をする上での発問と教材研究 
相馬(2013)『「予想」で変わる数学の授業』では，数学の授業で生徒に予想させることによって主
体的に，学ぶことができるとされている。しかし，この本では主に中学数学の授業を取り上げてい
る。そこで高等学校の現状に合わせて，相馬(2013)の理論がどこまで使えるのかを検討したい。生徒
が数学への意欲を高め，主体的に数学に取り組んでもらえるように生徒の実態に合った教材や発問の
仕方を研究していく。 
3.探究実習の概要 
今回の実習では，一年生から三年生の授業にＴ２として参加し，多様な形態における授業を見ること
ができた。その中で机間指導をすることによって，生徒の実態把握に努めた。さらに，メンター教員
が担当する一年生クラスで数学の授業を行い，生徒が主体的に授業に参加できるという点に重きを置
き，導入の工夫を行ったり，生徒が興味・関心を持って授業に参加するような教材を用意したりし
た。また，一か月に一度，実習校側のメンターと大学院の担当教員と共にリフレクションを行う機会
が設けられ，実習の振り返りやその後の計画等について話し合いを通して，研究の方向性の確認を行
った。さらに月末のカンファレンスでは，大学教員と大学院生で実習での成果と課題を話し，全員で
意見交流を行った。 
4.探究実習の成果と課題 
探究実習では，生徒の実態把握・授業力の向上と理論に基づいた授業実践を行った。 
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1.成果 
生徒の実態把握については，机間指導や授業を参観する中で実態把握を行った。数学の授業を担当
したクラスは大半の生徒が数学に対して苦手意識を抱いていた。しかし生徒たちは，授業を真面目に
聞き，内容を理解しようとしていた。数学の授業で，全員の生徒にサイコロを三回ずつ振らせ，６の
目が一回出る確率はどのような値になるかという実験を行った際，生徒は実験結果を予想し，主体的
に楽しそうに作業を行っていた。内容の取扱い次第で生徒は意欲的に取り組むことが分かった。 
授業力の向上については，テスト前の問題演習の授業を参観した際，問題を解けないと判断すると
投げ出してしまう生徒が多くいた。しかし問題を解くヒントを与えると楽しそうに数学の問題に取り
組んでいた。生徒に問題を解く楽しさを伝えることができればさらに主体的に数学に取り組めるよう
になるのではないかと考えた。 
理論を用いた授業実践については，相馬は生徒に予想をさせることによって主体的に学ぶことがで
きると主張しているが，高等学校の数学の授業は，進度が速く，どの程度この理論を取り入れること
ができるかはじめ見当がつかなかった。高等学校の数学の内容は，抽象的であることが多い。そこで
具体的な数を用いることで理論を取り入れることができると分かった。例えば，確率の反復試行の授
業を行った時，教科書の通りでいくと反復試行の説明から入り，今までの確率と違うということ理解
させていた。しかし，今回上であげたような実験を行った際，様々な予想をする生徒が現れた。サイ
コロを三回投げて，一回 6 が出る確率は，25/72 なのだが，生徒は，「三回投げて，6 が一回出るので
1/3 だ」や「6 の目は 1/6 だからサイコロが三個になっても 1/6 だよ」など数学的な結果とは違う予
想をしていた。今回行った授業では，生徒の予想を十分に授業に反映することができず，生徒が主体
性を継続することができなかったが，生徒が予想する時，数学を楽しみ確率の結果を主体的に予想し
ていたように感じる。授業力があれば生徒の主体性をさらに継続できたのを実感した。今回のような
実験は，多くの時間を取らず，生徒が予想をし，内容の理解が深まっていたように感じる。すべての
分野で行っているわけではないので，他の分野でも試していきたい。 
2.課題 
 今回の基盤実習で，授業実践や授業参観を行っていくうちに，主に以下の三つの課題が見えてき
た。一つ目は，本研究のテーマである生徒が予想をする段階でしっかりと生徒に思考させることがで
きなかったことである。授業の進度を意識しすぎて，生徒が考えているときに次の内容に進み，生徒
が考える時間を確保することができなかった。しっかりと思考させる時間が必要だ。二つ目は，生徒
全体を見ることができなかったことである。発問をした後，自由に発言させていたので，よく喋る生
徒のペースに合わせてしまい，他の生徒が内容を理解しないまま授業を進めてしまった。授業では生
徒全員が主体的参加できるような工夫が必要だ。三つ目は，発問の工夫である。生徒が深く思考する
ために意図的に生徒が間違えるような発問をすることが大切だと感じた。生徒がつまずきや困難を感
じることで深く考えることができるからだ。教材研究の時にしっかりと発問を練る必要がある。 
理論を取り入れた授業課題として，二つの課題が考えられる。 
一つ目は，教材研究だ。生徒に予想させる段階で，生徒が主体的になるような問題を提示しなけれ
ばならない。そこで私の研究と関連のある先行研究を読み，どのように問題提示し，授業を進めてい
くのかを見ていく必要がある。しかも，実習校の生徒の実態に合わせ，問題提示をしなければならな
い。二つ目は，評価についてだ。生徒が主体的になったと判断するためにどのような評価が適切か考
える必要がある。  
